





















































































































Nara MedicalUniversity Hospitalin fiscal1999，are repOrtedin this paper．There were
9670utpatientcasesandinpatientswere232inpatientcases．Accordingtothediagnostic
classification using F codes of theICD－10，F4（neurotic，StreSS－related and somatoform
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FirstDepartmentofSurger，y
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ThirdDepartmentofInternalMedicine
Urology
DermatoJogy
Total
であった（Table3）．入院患者ではF2：精神分裂病，分
裂病型障害および妄想性障害が69人（30％），F4：神経
症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害が51人
（22％），そしてF3：気分（感情）障害が38人（16％）であ
った（Table4）．外来患者に関しては，F4：神経症性障
害，ストレス関連障害及び身体表現性障害が最も多く，
次いでF3：気分（感情）障害が多いことは，他の報告と
比率において多少の差は認めるものの概ね一致した．京
都第二赤十字病院精神科2）ではF4：神経症性障害，スト
レス関連障害及び身体表現性障害の比率は約35％と当
院よりやや高く，F3：気分（感情）障害では約20％と当
院よりやや低い値を示している．入院患者に関しては新
潟大学医学部附属病院精神科3）でF2：精神分裂病、分裂
病型障害および妄想性障害（31．5％），F3：気分（感情）障
害（29．4％），そして横浜市、‡大学医学部附属病院精神科4）
でF2：精神分裂病，分裂病型障害および妄想性障害
（22．0％），F3：気分（感情）障害（24．0％）であり，当科に
おいてはF2：精神分裂病，分裂病型障害および妄想性
障害（30％），F3：気分（感情）障害（16％）と他施設より
も大きな差を認めた．
0　0　1　0　1　0　0　0　0　1　0　　　3
4　0　1　6　7　1　2　0　0　0　　2　　23
2　0　11　3　11　0　0　0　0　　　9
0　1　0　1　0　0　0　0　0　0　0　　　2
0　0　111　0　0　0　0　1　0　　　4
1　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　　1
2　0　11　3　0　0　0　0　0　0　　　7
2　0　2　314　0　0　0　0　1　1　　23
0　0　0　2　0　3　0　0　0　0　　0　　　5
2　0　3　4　7　4　1　0　0　0　0　　21
0　0　0　0　3　0　0　1　0　0　　0　　　4
1　0　1　0　6　1　0　0　0　1　0　10
0　0　0　2　1　0　0　0　0　0　0　　　3
2　1　3　1　2　4　0　0　0　2　　0　　15
0　1　0　7　3　0　0　0　0　1　1　13
7　0　616　7　3　0　2　0　3　　0　　44
2　0　0　0　2　0　0　0　0　1　0　　　5
2　0　11　2　0　0　1　0　0　　0　　　7
27　3　2146　6217　4　4　011　4　199
他科からの紹介の内訳は消化器内科・内分泌代謝内科・
心療内科44人（22％），救急科23人（12％），そして神経
内科23人（12％）であった（Table5）．消化器内科・内分
泌代謝内科・心療内科からは心療内科からの紹介のため
最も受診者が多かったと考えられた．紹介患者の診断の
内訳はF4：神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表
現性障害62人（30％）が最も多く，次いでF3：気分（感
情）障害46人（22％），FO：症状性を含む器質性精神障害
27人（14％）であった（Table5）．紹介患者全体ではうつ
状態34人やストレス反応・適応障害16人，精神分裂病
14人，睡眠障害14人，血管性痴呆11人が主な受診の理
由であった．なお他科から紹介された患者が，入院中あ
るいは外来通院中かについては検討にまで至らなかった．
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